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 血糖コントロールの指標のヘモグロビンA1c（hemoglobin A1c：HbA1c）は糖尿病患者

において季節変動がある事が知られている。一方で持続皮下インスリン注入療法

（continuous subcutaneous insulin infusion：CSII）を使用中の1型糖尿病患者では季節変

動が認められないという報告もある。 

 Coronavirus disease 2019（COVID-19）の蔓延が糖尿病患者の血糖コントロールに与え

た影響について世界で多数報告があり結果も様々であるが、高度な治療（間歇スキャン

式持続血糖測定(intermittently scanned continuous glucose monitoring：isCGM）、持続血

糖測定（continuous glucose monitoring：CGM）、持続血糖測定機能付き持続皮下インス

リン注入療法（sensor-augmented pump：SAP）、CSII）を使用中の1型糖尿病患者の血糖

コントロールがロックダウン中に改善したと海外から多数報告がある。 

 これらの背景からCOVID-19の蔓延が1型糖尿病患者のHbA1cに与えた影響を2019年と

2021年のデータを用いて比較し、治療モード別に解析を行った。対象は当科に定期的に

通院中の1型糖尿病患者52名、治療は頻回注射（multiple daily injections：MDI）/簡易血

糖測定器での自己血糖測定（self-measurement of blood glucose：SMBG）25名、MDI/

isCGM 16名、SAP 2名、CSII/isCGM 9名。解析では持続皮下インスリン注入療法を用い

たSAPとCSII/isCGMを同じ群とした。 

 52人全体で、2019年に認めたHbA1cの季節変動（暖かい月は低下、寒い月には上昇）

と気温との負の相関は、2021年には消失しHbA1cは3回とも緊急事態宣言後に低下する傾

向があった。MDI/SMBG群の2019年と2021年のHbA1cの傾向は全体群と同様だったが

HbA1cの平均値は高めだった。MDI/isCGM群のHbA1cは2019年に小さな季節変動を認め

たが気温と相関は認めず、2021年は緊急事態宣言後に軽度の低下を認める傾向があっ

た。SAP+CSII/isCGM群のHbA1cは2019年の3-5月と10月に軽度上昇した以外は変化がな

く、2021年は緊急事態宣言後にごく軽度低下する傾向はあったが全体的に変動は小さ

かった。 

 緊急事態宣言による行動制限によりHbA1cの季節変動が消失した事から、1型糖尿病の

HbA1cの季節変動には内因性因子より社会・環境的要因の寄与が大きいと考えられた。

頻回の血糖測定で細かくインスリン量の調整ができる治療モードでは、HbA1cの季節変

動は無くなり、行動制限による影響も小さいと推測された。  
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